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ガイダンス

～本講座の受講の際して～

講師： 十河茂幸（近未来コンクリート研究会）

江良和徳（コンクリートメンテナンス協会専務理事）

本講座を受けるに際して

⚫使用図書と参考図書

⚫ コンクリート診断士資格制度の発足の経緯

⚫ この資格を取得した時のメリット

⚫ 受験資格の概要

⚫ 受験の仕組み（e-ラーニングと筆記試験）

⚫ 合格するためのポイント
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使用図書と参考図書について

使用図書 参考図書

資格制度設立の背景

⚫ コンクリート構造物の経年劣化の実状
建設後５０年が経過したころから劣化が顕著に

⚫  21世紀は維持管理の時代

⚫ 維持管理に関する知識を持つ技術者の必要性

⚫ 2001年度に設立 2023年度までに18,036名合格
2024年度4月現在の診断士登録者数14,857名
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資格取得のメリット

⚫ 維持管理に関わる業務の発注要件

RC構造物の点検、診断、補修業務内容に必須

⚫ 資格者の知識保有に対する信頼性の認識

⚫ 信頼されるゆえに会社の資格手当が付与

⚫ 転職に有利となる可能性

⚫ コンクリート診断士会の入会要件

業務発注の資格要件（国土交通省）
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業務発注の資格要件（日本建築学会）

コンクリート診断士受験資格

⚫ 2025年5月1日現在、
左記に該当の方

⚫高いモラル・職業
倫理を有し、コンク
リートに関する知識
を十分に持っている
ことが前提
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eラーニングの受講が必要

⚫受講時間：基礎編約5時間、応用編約4時間

⚫ 申込期日：2024年12月4日(金)～2025年2月5日(水)

⚫ 受講料 ：22,000円

テキスト「コンクリート診断技術‘’25」代込み

⚫受講申込み方法：詳細は、JCIのHP参照

eメールアドレス登録⇒入金⇒受講申込み

⇒受講票・テキスト到着⇒受講⇒修了書

⚫受講期間：2025年4月4日(金)～2025年5月19日(月)

⚫試験申込み方法：2025年3月にHPに掲載

受験願書の購入は不要（電子化のため）

コンクリート診断士の受験の概要

⚫試験日：2025年7月27日（日）

⚫試験地：札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、

広島、高松、福岡、沖縄 9会場で開催

⚫試験方法：筆記試験（択一式と記述式）

⚫受験申込み：2025年4月（予定）

⚫受験料：会員15,400円／一般16,170円（税込み）

⚫合格通知：2025年9月（予定）

（参考）合格後は登録して称号が与えられ、

4年ごとに研修（継続教育）制度
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選考基準 ～合格への道～

⚫コンクリート診断士として必要な知識と技術
・変状の種類と原因 ・劣化のメカニズム
・調査方法 ・劣化予測、評価および判定基準
・対策の種類、補修・補強工法
・建築物および土木構造物の診断の考え方
・技術および基準類の変遷 など

⚫試験方法
四肢択一式問題 記述式問題 （足切り有り）

⚫選考基準
合格率 約15％ つまり難関です。

合格のために頑張りましょう！

⚫ この講座の日だけを受けても合格できません。

今年は絶対合格のために頑張りましょう！

⚫ 択一式問題をたくさん解いて理解しましょう。

⚫ 記述式問題を読み解いて解答してみましょう。

⚫ 記述式は手書きで解答し、添削します。

⚫ 添削は一度だけ受け付けます。

⚫ 質問は随時メールで受け付けます。
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